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※事務局記入欄 

№ A-63 

【様式２】 

部門名：カリキュラム・マネジメント
実践部門 

 

 

エントリー名：加賀市立金明小学校 
 

活動名：人権意識の向上を目指して～人権教育プログラムを活用を通して～ 
 

解決すべき課題：  

・相手の立場になって考える思いやりのあるやさしい心を育成するには 
・自己肯定感を向上させるには 
 

目標・方針： 

・重点目標を以下の３つとし，取組の全体像が把握できる人権教育プログラムを作成し，研究を推進した。 

１ 授業の充実（①人権が尊重される３つの視点を重視した授業づくり②わかった！のある授業づくり） 
２ 個別的な人権課題への深い理解（障害者・外国人・高齢者を中心に） 
３ 自己肯定感の育成（宝物ファイルの取組） 

活動内容： 

１ 重点目標１について 
① 人権が尊重される授業づくりの視点３（自己存在感，共感的人間関係，自己選択・決定）を重視。 
② 主体的に考える授業（金明学び合いｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞの定着・・・図１）人権教育プログラム（カリキュラム・マネ

ジメント・・・図２）を活用した授業の実践。 
２ 重点目標２について 
車いすバスケットボール体験学習，盲目のピアニストコンサート等相手理解と尊重し合うことを学ぶ。 

３ 重点目標３について 
自分のいいところや自分の頑張りなどをファイリングすることより自分を好きになる取組を実施する。 

活動の成果： 

・人権が尊重される授業づくりをすることで，意欲的に自分の考えを深めたり，広めたりできた。・・・グラフ１ 

・体験学習を通して，相手を理解し，お互いに思いやり，尊重し合うことの大切さを学んだ。また，「違いを認
め，自分らしく生きる」よさを知り，ありのままの自分でよいと考える子が増えた。・・・グラフ２ 
・宝物ファイルの作成により，自分のよさを改めて知り，自己肯定感を高めることができた。・・・グラフ３ 
 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 

・学校全体で目指す児童の姿（ゴールの姿）を明確にし，その姿に迫るために各学年が人権教育プログラム
作成することで，１年間を見通した取組ができ，組織的に児童の目指す姿に近づくことができた。 
・人権教育プログラムの作成は，日々の授業が単発で終わらず，前後の授業や取組との関連で実施できるの
で，目指す姿に迫るために有効である。 
・教師自身が目標達成のためには，教育課程や学校の取組をカリキュラム・マネジメントし，全体像を明確す
ることの大切さを実感した。 
 

＜写真、図表添付欄＞ 

（図１）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【金明学び合いスタンダード】     【金明学び合いスタンダード全校交流授業】 

（図２） 

   

                                  

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ１）               （グラフ２）                  （グラフ３） 
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